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（出所）九州経済産業局

［基調判断］……………持ち直しの動きが続いている
２０１０年１月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、電子部品・デバイスや鉄鋼などの生産が
伸び悩んだ一方で、輸送機械や一般機械などの生産が好調に推移したことから、前月比１．４％、前年
同月比２７．３％上昇の９８．８と２ヵ月連続で前年実績を上回るなど、全国に比べ強い持ち直しの動きが続
いています。

［業種別動向］……………輸送機械、一般機械などで上昇
鉱工業生産指数の前月比１．４％上昇について、業種別の寄与度を見ると、エコカー減税効果などか

ら乗用車の需要が好調な輸送機械や、半導体の製造装置が好調だった一般機械などがプラスに寄与し
ました。一方、携帯電話やゲーム機向けの集積回路が不調だった電子部品・デバイスがマイナスに寄
与したほか、船舶や自動車向け鋼板の需要が好調な鉄鋼が、一時生産ライン補修の影響からマイナス
に寄与しました。全１７業種のうち前月から１業種増えた１２業種がプラスとなるなど、持ち直しの動き
が続いています。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、輸送機械が１１月の工場復旧による増産の反動などにより伸び悩む一方、一般機械や

鉄鋼などの生産改善により、総合指数は小幅上昇するなど、持ち直しの動きが見られます。

消費面では、消費者の節約志向は依然強く、大型小売店販売額は前年割れで推移しています。また

住宅建設も住宅取得に係る優遇制度の正式決定や住宅版エコポイント制度が開始したことで持家取得

の動きが見られます。公共工事についても件数・金額ともに増加するなど、堅調に推移しています。

［生産活動］……………総合指数は小幅上昇

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８７．２となり前月比０．１％と僅か

ながら上昇しました。

主要業種をみると、１１月に台風による工場の操

業停止から復旧した輸送機械が、復旧直後の増産

の反動もあって前月比で８．４％低下した以外は、

鉄鋼や一般機械など他の業種が上昇したこともあ

り、全体では小幅上昇しました。

［大型小売店］……………前年割れが続く

１月の大型小売店販売額については、百貨店で

は、消費者の節約志向が続くなか、一部高額商品

にも動きがみられたものの、１月中旬の降雪によ

る客足の鈍化なども影響し、販売額は前年同月比

５．０％減となりました。

スーパーにおいても、消費者の節約志向は依然

強く、前年同月比３．５％減少しました。

大型小売店全体では前年同月比４．２％減の５７７億

円となり、１８ヵ月連続で前年割れが続いています。

福岡県経済動向
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［住宅建設］……………持家・分譲は好調ながらも１４ヵ月連続前年割れ

１月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１８．９％増の７７４戸、分譲で同３２．２％増の４５２戸と順

調に増加しましたが、貸家が同５２．３％減の７９３戸

と減少したため、全体では同２４．５％減の２，０２３戸

となりました。

住宅取得関連の優遇制度が昨年末に正式決定し

たことや住宅版エコポイントが開始されたことな

どから、持家取得の動きが強まりました。

［公共工事］……………請負件数・金額ともに増加

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比７．１％増の７０７件、金額について

も同５．６％増の２３２億円と件数・金額ともに増加し

ました。

発注者別でみると、国の道路関連案件や港湾整

備案件、市発注の道路関連案件などの大型案件が

増加したことから、件数・金額ともに増加してい

ます。

［企業倒産］……………倒産件数は横ばい、負債総額は減少

２月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年同月比３．２％減の３０件となりま

した。

また負債総額は、前年同月（マンション分譲業

などの破綻により８２億円を計上）に比べ３８．０％減

の５１億円と減少しました。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、電子部品・デバイスの急増などで、総合指数は２ヵ月連続で前月比上昇するなど、

持ち直しの動きが持続しています。大型小売店販売額は減少幅が縮小し、公共工事は昨年７月以降、

請負金額の前年比増が持続しています。また、企業倒産の負債総額は低水準で推移しているほか、住

宅建設は持家と貸家が前年比増加しています。

［生産活動］……………電子部品・デバイスなどが上昇し、総合指数は
２ヵ月連続で上昇

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８９．８と前月比４．２％上昇しまし

た。

一般機械や食料品・たばこは低下したものの、

電子部品・デバイスが急増したことなどにより、

総合指数は２ヵ月連続で上昇しました。

［大型小売店］……………前年比マイナスながら減少幅は縮小

１月の県内大型小売店販売額は、前年比５．４％

減の１５７億円と前年実績を下回りました。消費者

の節約志向は依然強いものの、この２ヵ月間は減

少幅が縮小しています。

春物衣料品に一部動きがみられたことから、衣

料品の減少幅はやや縮小し前年比８．４％減となり

ました。また、飲食料品は物産展や催事が寄与し、

同０．４％増となりました。

熊本県経済動向
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［公共工事］……………「市町村」の発注増などで前年比増加

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比２１．５％増の６１５件、金額が同６．１％増

の１０８億円と、件数、請負金額ともに前年比増加

しました。

前年比で大きく増加したのは、熊本市の浄化セ

ンター工事など「市町村」発注分の工事で、請負

金額で２６．２％増加しています。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに低水準で推移

２月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年比１４．３％増の８件、負債総額

が同３１．５％減の１２億６，６００万円となりました。

倒産は全て１０億円以下の小口倒産で、緊急融資

制度などの効果が持続し、件数は前月比で３件減

少するなど、負債総額とともに、低水準で推移し

ています。

［住宅建設］……………持家、貸家は前年比増加

１月の新設住宅着工戸数は、前年比５．７％減の

７２７戸と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

住宅取得優遇制度の利用などにより持家は前年

比１３．５％増の２９４戸と増加しました。一方、貸家

も同２２．２％増の３８６戸と好調でしたが、分譲はマ

ンションの着工がなく、同７６．４％減の４６戸と低迷

しました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２０００年＝１００）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きがみられる

生産活動では、一般機械の急上昇で、総合指数は４ヵ月ぶりに上昇に転じるなど、持ち直しの動き

がみられます。公共工事は前倒し発注の反動で前年実績を下回って推移していますが、住宅建設は持

家、分譲マンションの増加などで２ヵ月連続で増加しています。大型小売店販売額は低調な状態が続

いているものの、企業倒産は低水準で推移しています。

［生産活動］……………一般機械が急上昇し、生産指数は４ヵ月ぶりに
上昇

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比２２．４％上昇し１１５．４とな

りました。

発電プラント関連製品などの生産増加により一

般機械が急上昇し、総合指数は４ヵ月ぶりに上昇

に転じました。

［大型小売店］……………節約志向により売上減少続く

１月の県内大型小売店販売額は、節約志向に加

え、販売単価の低下などにより、前年比７．９％減

の１０４億円となりました。

婦人服のクリアランスセールの不調などで、衣

料品は前年比１３．１％減少しました。業態別では、

百貨店は同７．６％減、スーパーは同８．０％減少しま

した。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………分譲マンション増加し前年比プラス

１月の新設住宅着工戸数は、前年比３．２％増の

４８７戸と、２ヵ月連続で前年比増加しました。

持家で前年比１．８％増の１６６戸、貸家では同

２５．６％減の２０３戸、分譲は在庫調整が一服したマ

ンション着工の動きが県内各地でみられ、同３．３

倍の１１５戸と急増しました。

住宅取得優遇制度や住宅版エコポイント制度開

始なども、住宅着工の追い風となっています。

［公共工事］……………請負金額は４ヵ月連続で前年比減少

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比４．８％増の４３６件、金額が同１７．６％減

の１０５億円と、請負金額は４ヵ月連続で前年比減

少しました。

九州新幹線工事などが「独立行政法人」から、

伊王島大橋関連工事などが「市町」から発注され

前年比増加しましたが、「国」「県」などは減少し

ました。

［企業倒産］……………件数、負債金額ともに低水準

１月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年と同数の６件、負債総額が同

８２．１％減の７億７，９００万円となりました。

緊急融資制度の効果などにより、件数、負債金

額ともに低い水準となりました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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